
60

大
正
大
学
蔵
『
源
氏
物
語
』
研
究　

― 

書
写
者
の
背
景
に
見
え
る
も
の 

―

首

藤

卓

哉

本
発
表
は
、大
正
大
学
蔵
『
源
氏
物
語
』（
以
下
、大
正
本
）
が
持
っ
て
い
る
、様
々
な
問
題
の
中
で
、

特
に
書
写
者
に
焦
点
を
当
て
、
書
写
者
の
人
物
相
関
や
、
経
歴
な
ど
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び

上
が
る
大
正
本
の
書
写
形
態
を
考
察
、
そ
の
他
、
特
徴
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
大
正
本
の

特
徴
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
、
書
写
が
行
わ
れ
た
室
町
期
の
歌
壇
や
文
壇
の
新
た
な
部
分
の
解
明
に

繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

書
写
者

大
正
本
に
は
、
各
巻
に
極
札
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
書
写
者
の
名
前
が
書
か
れ
て

い
る

（
１
）

。
こ
れ
ら
の
人
物
は
、
計
四
十
名
に
も
の
ぼ
り
、
そ
の
中
に
は
、
関
白
、
太
政
大
臣
、
大
納
言

と
い
っ
た
公
家
、
法
親
王
、
大
僧
都
、
大
僧
正
な
ど
の
僧
、
ま
た
、
連
歌
師
や
、
女
性
ま
で
、
幅
広

い
人
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
大
正
本
と
天
台
宗
と
の

関
係
、
ま
た
、
公
家
を
中
心
と
し
た
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

大
正
本
の
書
写
者
の
中
に
は
、天
台
座
主
が
三
人
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
梶
井
宮
堯
胤
法
親
王（
天

台
座
主
一
六
一
世
）
青
蓮
院
宮
尊
鎮
法
親
王
（
同
一
六
三
世
）、梶
井
宮
應
胤
法
親
王
（
同
一
六
五
世
）

で
あ
る
。
ま
た
、
和
歌
所
堯
孝
法
印
、
堯
孝
門
人
堯
恵
、
堯
孝
門
人
堯
憲
ら
も
、
天
台
の
僧
と
推
測

さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
實
相
院
増
運
大
僧
正
も
、
天
台
の
僧
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
人

物
以
外
に
も
、
僧
門
関
係
者
と
み
ら
れ
る
書
写
者
が
い
る
。
勧
修
寺
宮
常
信
法
親
王
、
相
国
寺
聯
輝

軒
就
山
、
大
慈
院
大
僧
都
ら
で
あ
る
。

大
正
本
は
、
書
写
者
の
約
四
分
の
一
を
僧
侶
が
占
め
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
の
半
数
以
上

が
天
台
宗
の
僧
侶
で
あ
る
。
大
正
本
書
写
当
時
の
宗
派
の
規
模
や
、
人
物
関
係
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
花
鳥
余
情
』
が
、
そ
の
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

花
鳥
余
情

源
氏
物
語
の
注
釈
は
、『
花
鳥
余
情
』
を
境
に
し
て
、
古
注
と
旧
注
に
峻
別
さ
れ
る

（
２
）

。
特
に
注
目

す
る
べ
き
と
こ
ろ
は
、
今
ま
で
の
古
注
が
故
事
、
出
典
、
引
き
歌
な
ど
の
説
明
が
中
心
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
注
釈
に
あ
た
っ
て
『
花
鳥
余
情
』
は
天
台
教
学
を
応
用
し
た
点
に
あ
る

（
３
）

。

こ
の
点
か
ら
、『
源
氏
物
語
』
を
書
写
す
る
に
は
、
単
に
能
書
家
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、『
源
氏

物
語
』
に
対
す
る
知
識
や
、
し
っ
か
り
と
し
た
内
容
把
握
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
予

想
し
、
書
写
者
を
選
定
す
る
際
に
、
天
台
宗
関
係
者
を
多
く
含
め
た
と
考
え
た
。

そ
の
考
察
の
一
助
と
し
て
、『
花
鳥
余
情
』
の
著
者
で
あ
る
兼
良
の
次
男
の
一
条
関
白
冬
良
公
（
以

下
、
冬
良
）
が
書
写
者
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
も
、
非
常
に
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
冬
良
は
、
父

兼
良
の
学
才
を
受
け
、『
新
撰
莬
玖
波
集

（
４
）

』
を
関
白
と
し
て
選
進
し
、さ
ら
に
は
序
文
を
著
し
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
も
、
兼
良
か
ら
十
分
な
天
台
教
学
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
と
推
測
さ
れ
、『
源
氏
物
語
』

の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
天
台
教
学
を
活
用
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

大
正
本
と
天
台
宗

さ
ら
に
、
大
正
本
の
書
写
者
に
よ
る
、
天
台
宗
に
関
連
す
る
書
籍
を
発
表
し
た

（
５
）

。
数
が
多
い
順
に

述
べ
て
い
く
と
、
尊
鎮
が
三
十
六
本
、
堯
胤
が
十
本
、
應
胤
が
六
本
、
忍
継
が
五
本
、
眞
賢
が
二
本
、

堯
恵
、
蓮
空
、
基
綱
、
増
運
が
一
本
ず
つ
で
あ
る
。
な
お
、
忍
継
は
徳
大
寺
太
政
大
臣
實
淳
、
眞
賢

は
万
里
小
路
賢
房
、
蓮
空
は
甘
露
寺
大
納
言
親
長
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
名
で
あ
り
、
基
綱
は
姉
小
路

基
綱
の
こ
と
で
あ
る

（
６
）

。

特
に
、
基
綱
の
名
が
見
ら
れ
る
の
が
、
非
常
に
気
に
な
る
点
で
あ
る
。
基
綱
は
、
最
終
巻
の
書
写

を
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
正
本
書
写
に
あ
た
っ
て
の
責
任
者
や
発
起
人
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
基
綱
が
著
し
た
『
禁
中
御
八
講
記
』
は
仏
教
教
学
振
興
の
目
的
も
考
慮
し
た
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
天
台
教
学
と
大
正
本
書
写
の
関
連
を
示
唆
す
る
資
料
と
思
わ
れ
る
。
詳
細
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
精
査
、
精
読
が
未
了
で
あ
る
の
で
、
そ
の
他
の
書
籍
の
性
格
、
大
正
本
、
天
台
教
学
な
ど
の
調

査
も
含
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
天
台
宗
に
関
す
る
書
籍
の
数
も
、
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
台
教
学
の
知
識
と
、

大
正
本
の
関
わ
り
は
薄
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
早
急
な
結
論
付
け
は
避
け
た
い

が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
天
台
宗
関
係
者
を
意
図
的
に
多
く
、
書
写
者
と
し
て
選
定
し
た
可
能
性
も

充
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
正
本
と
公
家

ま
た
、
大
正
本
の
書
写
者
の
中
で
、
公
家
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
を
発
表
し
た
。

前
田
雅
之
の
主
張

（
７
）を

足
が
か
り
に
し
、
歌
合
や
、
歌
集
編
纂
な
ど
の
、
公
的
行
事
の
秩
序
で
あ
っ
た
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「
公
」（
院
・
天
皇
―
公
家
・
寺
家
）の
形
が
、大
正
本
の
書
写
者
に
と
同
じ
構
成
で
あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

ま
た
、
親
長
家
の
歌
合
の
月
次
会
に
注
目
し
、
そ
れ
が
、
大
正
本
の
書
写
者
と
の
関
連
を
考
察
し

た
。
勧
修
寺
家
や
万
里
小
路
家
、
中
御
門
宣
胤
、
さ
ら
に
は
、
飯
尾
家
、
三
善
家
ら
が
歌
合
に
参
加

し
て
お
り
、こ
れ
ら
の
人
々
は
、大
正
本
の
書
写
者
と
符
号
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、歌
合
の
メ
ン
バ
ー

が
大
正
本
の
書
写
者
の
母
体
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
概
説
的
に
で
は
あ
る
が
、
大
正
本
の
書
写
者
に
つ
い
て
、
新
た
な
見
地
か
ら
、

そ
の
関
係
性
を
ま
と
め
た
。
書
写
者
の
天
台
宗
の
関
係
、
ま
た
、
親
長
の
交
流
圏
の
人
物
も
非
常
に

重
要
だ
と
い
え
る
。
ま
だ
、
結
論
づ
け
る
に
は
早
急
で
は
あ
る
が
、
よ
り
関
係
性
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
た
め
に
、
今
後
の
考
察
や
研
究
が
重
要
で
あ
る
。

註
（1）
桐
壷
巻
に
は
、
書
写
者
以
外
に
も
、
箱
書
き
と
外
題
を
書
い
た
人
物
の
名
の
極
札
が
貼
付
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
本
発
表
の
書
写
者
は
、
こ
の
極
札
に
依
る
も
の
で
あ
る
。

（2）
伊
井
春
樹
ほ
か
編
『
講
座
源
氏
物
語
研
究 

第
三
巻 

源
氏
物
語
の
注
釈
史
』（
お
う
ふ
う　

平

成
十
九
年
二
月
）

（3）
三
角
洋
一「
源
氏
物
語
と
仏
教
」　
（
仏
教
文
学
会
合
同
例
会
資
料　

平
成
二
十
三
年　

十
二
月
）

（4）
『
新
撰
莬
玖
波
集
』
は
宗
祇
を
中
心
と
し
て
、
宗
長
、
肖
柏
ら
の
協
力
に
よ
り
撰
集
さ
れ
、
明

応
四
年
（
一
四
九
五
）
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
宗
長
、
肖
柏
ら
は
、
大
正
本
の
書
写
者
で

あ
る
。
ま
た
、
大
正
本
の
書
写
者
の
多
く
が
、
同
集
に
入
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
な
ん
ら
か

の
関
係
性
が
見
て
取
れ
る
。

（5）
『
昭
和
現
存　

天
台
書
籍
綜
合
目
録
』（
渋
谷
亮
泰　

法
蔵
館　

昭
和
五
十
三
年
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
も
の
を
参
考
に
し
た
。
ま
た
、
発
表
時
に
は
、
書
籍
と
著
者
（
ま
た
は
書
写
者
）
の

一
覧
表
を
レ
ジ
ュ
メ
と
し
て
添
付
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
上
割
愛
す
る
。

（6）
た
だ
、
眞
賢
に
関
し
て
は
、
そ
の
著
書
に
自
筆
の
序
文
が
あ
り
、『
昭
和
現
存　

天
台
書
籍
綜

合
目
録
』
に
よ
る
と
、「
寶
永
…
…
」
と
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
年
代
に
矛
盾
が
生
じ
、
別
人
と

思
わ
れ
る
。

（7）
「
和
歌
は
〈
公
共
圏
〉
を
生
み
出
す
―
―
室
町
期
武
家
詠
作
か
ら
」（『
聖
な
る
声
―
―
和
歌
に

ひ
そ
む
力
』
三
弥
井
書
店　

平
成
二
十
三
年
五
月
）

（
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
国
文
学
専
攻
）




